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価格 製品番号 製品 包装 価格(税込)

CSM-25 コラーゲンスポンジ マイティー 25個/本   ¥53,900
CSM-50 コラーゲンスポンジ マイティー 50個/本   ¥70,400

あり 常温100 ～ 200μm∅5×3mmコラーゲンスポンジ マイティー

実験例…5 マイティーを用いたrhBMP-9の徐放・骨形成
(データ提供：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科  歯周病学分野  中村利明講師、野口和行教授)

1μgの rhBMP-9（L-BMP-9）あるいは 5μgの rhBMP-9（H-BMP-9）をマイティー（CSM) に添加し、ラット頭蓋骨欠損部へ移植した。移植 8週間
後には、対照群や CSM単独移植群に比べて両 rhBMP-9/CSM 群において、顕著な骨量の増加が認められた。また、組織学的な評価において、
CSM 単独移植群では結合組織が多数を占めたのに対し、両 rhBMP-9/CSM 群では CSM 内部での新生骨の形成も観察された。尚、両
rhBMP-9/CSM 群は欠損閉鎖率でも対照群と比べて顕著な差を示した。（参考文献 1）

移植8週間後の骨量評価 移植8週間後の組織計量的評価移植8週間後のH&E染色像（弱拡および黒枠内の拡大像）

製品番号 製品名称 大きさ      ポアサイズ 無菌保証 保管
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CSM-50

コラーゲンスポンジ  マイティー
Atelocollagen Sponge,MIGHTY

生理活性物質の徐放細胞移植力学刺激培養三次元培養
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コラーゲンスポンジ マイティー   CSM-25/CSM-50
Atelocollagen Sponge, MIGHTY

製品概要

使用方法

コラーゲンスポンジマイティーは、アテロコラーゲンを主成分とし、最大40kPaの圧縮荷重でも崩壊しない強度のあ
るコラーゲンスポンジです。細胞を播種して力学刺激（繰り返し荷重）培養することにより、生体に近い状態で細胞
機能を評価することができます。また、三次元培養や細胞移植における細胞の足場としてもご利用頂けます。

用途 三次元培養、力学刺激培養、細胞移植、生理活性物質の徐放

実験例…1 マイティーを用いた滑膜由来細胞の力学刺激培養実験（ 関節炎モデル）　
［データ提供：大阪大学大学院 医学研究科 健康スポーツ科学（スポーツ医学） 下村和範特任助教、中田研教授］

ヒト滑膜由来細胞懸濁液をアテロコラーゲンと混合し、マイティーに播種した。3日間の培養を行った後、Cyclic load stimulator (CLS) を用いて
40kPaの繰り返し圧縮荷重を1時間かけたところ、関節炎の発症に関わるPGE2や IL-6、IL-8 の発現亢進が認められた。また、抗炎症薬である
デキサメタゾンを添加した同様の実験では、濃度依存的にPGE2や IL-6、IL-8 のタンパク質発現量が低下したことから、 関節炎モデルと

）8献文考参（。たし示を性用有のーィテイマのてし

ラット線維芽細胞懸濁液をアテロコラーゲンと混合し、マイティーに播種した。培養1日後に、独自の圧縮荷重装置を用いて力学刺激培養を
行ったところ、力学刺激培養群ではアポトーシスの増加が観察された。また、損傷を受けたタンパク質の修復や細胞生存の促進に作用する
HSP90α、細胞外マトリクスの荷重耐性に関わるヒアルロン酸（HA)、HAや CD44 の相互作用により発現が亢進されるCOX-2の各遺伝子の
発現量が増加した。さらに、培養上清中のHSP90αやHA、COX-2の下流分子 PGE2の濃度を定量したところ、力学刺激培養による濃度上昇

）7献文考参（。たれさ唆示が性能可のてしとーカーマオイバの延遅癒治瘡褥、れらめ認が

※細胞懸濁液にコラーゲンを加えることで、均一な細胞播種や均等な加圧がされ易く
なるとともに、過度の圧力によるマイティーの崩壊を防ぎます。

ヒト頬部脂肪体脂肪由来幹細胞（ASC）あるいは脱分化脂肪細胞（DFAT）懸濁液をアテロコラーゲンと混合し、マイティーに播種したところ、
マイティーの上部や下部だけでなく中央部への均等な細胞播種も観察された。その後、両細胞を軟骨分化誘導培地中で 3 週間培養したと
ころ、DFAT 群では ASC 群に比べて軟骨細胞のマーカーであるAggrecan や Collagen Type 2（Col2）、Sox2の発現量が顕著に増加した。ま
た、両群での差は認められなかったもの、培養 3週間後のAlcian blue 染色やAggrecan の免疫染色では機能的な細胞外マトリクスの産

）3献文考参（。たれさ察観が生

実験例…2 マイティーを用いた線維芽細胞の力学刺激培養（ 肉芽圧迫モデル）　
（データ提供：東京大学大学院医学系研究科  老年看護学  仲上豪二朗准教授、真田弘美教授）

実験例…3 マイティーを用いた頭蓋骨欠損部への臍帯血管周囲細胞の移植・骨形成　
（データ提供：鶴見大学歯学部  歯周病学  梶山創太郎助教）

実験例…4 マイティーを用いた脱分化脂肪細胞および脂肪由来幹細胞の軟骨分化誘導　
［データ提供：大阪歯科大学歯学部  口腔外科学第二  西尾謙宏先生（データ提供当時）、  歯科理工学  橋本典也教授］

CLS（テクノビュー有限会社製）の概観
および圧縮荷重のイメージ図

デキサメタゾンを添加した力学刺激培養後の培養上清中タンパク質量
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ヒト骨髄由来間葉系幹細胞（BMSC）、ヒトBMSC馴化培地（BMSC-CM）、ヒト臍帯血管周囲細胞（HUCPVC）、HUCPVC+BMSCCMをマイティー
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機能を評価することができます。また、三次元培養や細胞移植における細胞の足場としてもご利用頂けます。
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40kPaの繰り返し圧縮荷重を1時間かけたところ、関節炎の発症に関わるPGE2や IL-6、IL-8 の発現亢進が認められた。また、抗炎症薬である
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行ったところ、力学刺激培養群ではアポトーシスの増加が観察された。また、損傷を受けたタンパク質の修復や細胞生存の促進に作用する
HSP90α、細胞外マトリクスの荷重耐性に関わるヒアルロン酸（HA)、HAや CD44 の相互作用により発現が亢進されるCOX-2の各遺伝子の
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ヒト頬部脂肪体脂肪由来幹細胞（ASC）あるいは脱分化脂肪細胞（DFAT）懸濁液をアテロコラーゲンと混合し、マイティーに播種したところ、
マイティーの上部や下部だけでなく中央部への均等な細胞播種も観察された。その後、両細胞を軟骨分化誘導培地中で 3 週間培養したと
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実験例…2 マイティーを用いた線維芽細胞の力学刺激培養（ 肉芽圧迫モデル）　
（データ提供：東京大学大学院医学系研究科  老年看護学  仲上豪二朗准教授、真田弘美教授）

実験例…3 マイティーを用いた頭蓋骨欠損部への臍帯血管周囲細胞の移植・骨形成　
（データ提供：鶴見大学歯学部  歯周病学  梶山創太郎助教）

実験例…4 マイティーを用いた脱分化脂肪細胞および脂肪由来幹細胞の軟骨分化誘導　
［データ提供：大阪歯科大学歯学部  口腔外科学第二  西尾謙宏先生（データ提供当時）、  歯科理工学  橋本典也教授］
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価格 製品番号 製品 包装 価格(税込)

CSM-25 コラーゲンスポンジ マイティー 25個/本   ¥53,900
CSM-50 コラーゲンスポンジ マイティー 50個/本   ¥70,400

あり 常温100 ～ 200μm∅5×3mmコラーゲンスポンジ マイティー

実験例…5 マイティーを用いたrhBMP-9の徐放・骨形成
(データ提供：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科  歯周病学分野  中村利明講師、野口和行教授)

1μgの rhBMP-9（L-BMP-9）あるいは 5μgの rhBMP-9（H-BMP-9）をマイティー（CSM) に添加し、ラット頭蓋骨欠損部へ移植した。移植 8週間
後には、対照群や CSM単独移植群に比べて両 rhBMP-9/CSM 群において、顕著な骨量の増加が認められた。また、組織学的な評価において、
CSM 単独移植群では結合組織が多数を占めたのに対し、両 rhBMP-9/CSM 群では CSM 内部での新生骨の形成も観察された。尚、両
rhBMP-9/CSM 群は欠損閉鎖率でも対照群と比べて顕著な差を示した。（参考文献 1）

移植8週間後の骨量評価 移植8週間後の組織計量的評価移植8週間後のH&E染色像（弱拡および黒枠内の拡大像）

製品番号 製品名称 大きさ      ポアサイズ 無菌保証 保管

CSM-25

CSM-50

コラーゲンスポンジ  マイティー
Atelocollagen Sponge,MIGHTY

生理活性物質の徐放細胞移植力学刺激培養三次元培養
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